The gender and generational differences in the use of emphatic expressions in Kumamoto City, Japan by 豊田, 瑶子 et al.
思言 東京外国語大学記述言語学論集 第 6 号 (2010) 
- 119 - 
熊本方言における強調語使用の世代差・男女差について 
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0. はじめに 
 熊本方言には「とても」「大変」の意味を表す強調語が豊富にあり、日常会話で多用され
ている。しかし、熊本方言の強調語について詳しく研究している論文は尐なく、その使用
実態は明らかになっていない。本稿では熊本方言の各強調語において世代間・男女間でど
のような使用差があるのかを明確にすることを目的とする。ここで言う熊本方言とは、飯
豊・野元 (編) (1984) に基づき、熊本県北部方言 (熊本市およびその周辺地域) とする。な
お、筆者は熊本県都市部の方言話者であり、以下ことわりがない限り熊本方言の強調語の
部分は片仮名で表記することとする。 
 
1. 先行研究 
 熊本方言の为な強調語として、井上 (1998) では「タイガイ」から派生した「タイギャ」
「タイナ」「タイニャ」、「マウゴツ｣から派生した「マーゴツ」「マーゴ」「マッゴ」「ウマン
ゴツ」「ムシャンゴツ」を挙げている。また吉岡 (1992a, 1992b, 1993) では、「タイニャ」は
熊本市の 10 代で最も高い使用率 (61％) でほぼ県下全域に浸透しており、「ダゴ」は熊本の
若者特有の強調の副詞と述べられている。村上 (1996) では、「ひじょうに」「すごく」と強
めて言いたいとき「マーゴッ」「マッゴツ」という語を使うかどうかをたずねる面接形式の
調査を行い、表 1 のような結果を得ている。 
 
表 1: 「マーゴッ・マッゴツ」を「使う」と答えた割合の高い地域と世代 
 都市部 北部 東部 
10 代 66% 40% 32% 
20～30 代 43% 21% 39% 
 (村上 1996: 78-79 を要約)  
 
 筆者の内省から他にも「マゴ」「バゴ」という語も使用されていると考える。この二つの
強調語は、筆者の管見が及ぶ範囲ではどの先行研究にも記述がなかった。「バゴ」に関して
は、「バリ」という強調語と「ダゴ」が混合してできたのではないかと考える。井上・鑓水 
(編) (2002) で「バリ」は山口県の一部の若年層、長崎・福岡で使用されていると述べられ
ていることからもそのことがうかがえる。「マゴ」は「マッゴ」「マーゴ」という強調語が
あることから、その派生形だと考えられる。 
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2. 調査方法 
 調査は紙面によるアンケート形式であり、仲間内だけで使う強調語をうまく引き出すた
めに親しい相手との会話にするという設定を行った。調査範囲は熊本市およびその周辺地
域 (県北部) の玉名・菊池・宇土・上益城・下益城であり、調査は全て熊本市内で行った。
調査対象は、調査地域で生まれ育ちかつ 5 年以上別の土地で生活した経験のない人である。 
 
アンケート作成で用いた強調語は、先行研究と井上・鑓水 (編) (2002) を参考に選出した。
質問の種類と回答方法は以下の通りである。 
・質問[1]・・・各文でどの強調語を使うのかを選択肢から一つ選ぶ方法 
・質問[2]・・・すでに強調語が入った文に対して「普段使う」「たまに使う」「自分は使わない
が聞いたことはある」「聞いたことがない」のいずれか一つを選ぶ方法 
 
例文は全て熊本方言を使った自然な会話文を使用し、全て筆者が作例した。質問数は質
問[1]で 7 問、質問[2]で 8 問設け、回答はすべて選択肢から一つだけ選択する形式をとった。
これは「一つだけ」を選択することで普段使用している強調語の中でも最も使用頻度の高
いものを必然的に選ぶことになり、よりはっきりとした結果を得やすいと考えたからであ
る。アンケート作成では、語彙の選択肢や例文を並べる際は、誘導的にならないように若
者が使う語と高年層が使う語を混ぜて並べた。質問[1]だけでは、使うことはあるが「最も」
ではないと判断された強調語が尐なからず出てくる可能性がある。そのような語を出さな
いため、また若者の使用する強調語がどの世代まで使用されているかをより詳しく調査す
るために質問[2]のような形式の問題を用意した。世代は 10 代・20 代・30 代・40 代・50 代・
60 代以上の 6 つに分けて分析を行う。表 2 は質問[1]と[2]で選出した強調語である。 
 
表 2: アンケート調査で選出した強調語 
質問[1] タイギャ・マウゴツ・タイナ・マゴ・タイニャ・マッゴツ・ダゴ・バゴ・マッゴ・ 
ムシャンゴツ・マーゴッ・ウマンゴツ・その他 (    )  
質問[2] タイギャ・マッゴツ・ダゴ・タイニャ・マゴ・マウゴツ・タイナ・バゴ 
 
3. 調査結果 
 以下の表は、世代別・男女別のアンケート回答数を表にしたものである。一部詳しく回
答をしていない人を含んでおり、そのため質問[1]と質問[2]で合計人数に差が出ていること
をあらかじめ断っておく。回答数に男女差があることを考慮した上で考察を行う。また、
熊本市とその周辺地域での差はほとんどみられなかった。 
 
表 3：質問[1]の世代・男女別アンケート回答数 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 合計 
男性 17 9 9 5 4 3 47 
女性 34 24 8 8 7 12 93 
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表 4：質問[2]の世代・男女別アンケート回答数 
 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 合計 
男性 17 9 8 7 4 3 48 
女性 34 24 9 8 7 9 91 
 
3.1. 最も使用する強調語の世代差・男女差 
質問[1]では計 140 名の回答が得られた。質問数 (7 問) ×各人数を全体数として、それに対
し各項目の回答がどれくらいの割合を占めているのかを百分率 (％) で表した。割合の数値
は小数点第三位を四捨五入した。表 5 は質問[1]のアンケートの例文とその標準語訳をまと
めたものである。【 】内には選択肢から選んだ強調語が入り、標準語訳は強調語を入れて
訳している。  は高年層、( ) 内は若者が使いやすい語であり、回答者が普段使ってい
る言葉により近い状態で回答できるようにした。 
 
表 5: 質問[1]のアンケートの例文とその標準語訳 
例文 標準語訳 
昨日歩きすぎたけん【    】足ん痛かー (いちゃー) 。 昨日歩きすぎたからとても足が痛いよ。 
今日は【    】あちー (暑かー)。クーラーもあんま効
いとらんもん。 
今日はとっても暑いねー。クーラーもあんまり効いてない
もん。 
全速力で走ったけん【    】きつかったばい。 全速力で走ったからとてもきつかったよ。 
お祭りだったけん【    】人が来とったばい。 お祭りだったからとても (たくさん) 人が来ていたよ。 
ここら辺は【    】蚊がおるね。 この辺りはとても (たくさん) 蚊がいるね。 
 (相手に向かって) あたは支度に【    】暇んかかる 
(時間かかる) もんな。 
あなたは支度にとっても時間がかかるもんね。 
寝坊したけん【    】急いで来たったい (つたい)。 寝坊したからとても急いできたんだよ。 
 
以下は、特に世代差や男女差がはっきりと出た「タイギャ」「ダゴ」「タイナ」「タイガ」
について、世代・男女別に棒グラフにまとめたものである。 
 
 
 
 
図 1: 「タイギャ」の年代・男女別割合         図 2: 「ダゴ」の年代・男女別割合 
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図 3: 「タイナ」の年代・男女別割合         図 4: 「タイガ」の年代・男女別割合 
 
図 1 から、「タイギャ」は全ての世代で使用されており、年代が上がるごとに使用率が増
えることから伝統的な方言語彙と認識されていると考えられる。 
図 2 を見ると、「タイギャ」とは逆に、「ダゴ」の使用率は男女ともに 40 代以上からの使
用率が一気に低くなり、60 代以上の使用率はどちらも 0%となった。「ダゴ」は为に 10～20
代 (30 代まで) が使用する若者語であると考えられる。 
図 3 では「タイナ」は男女差が顕著に表れており、男性は 20・30 代にしか使用が見られ
ないが、女性は 50 代以外の全年代で使用が見られ、特に 30 代での使用率が圧倒的に高い。
これは吉岡 (1993) で当時の 10 代は「タイニャ」が最も使用率が高かったということから、
今の 30 代が 10 代だった時の「タイニャ」が「タイナ」に変化して現在定着しているので
はないかと考えられる。「タイナ」の使用率が女性に多かったのは、伝統的方言形の「タイ
ギャ」に比べると音がやわらかく、女性が使いやすかったからではないだろうか。 
図 4 の「タイガ」は、選択肢に挙げていなかった項目だが、「その他」での記述に「タイ
ガ」の回答が多く見られた。井上 (1998) の記述にあった、強調語のもとの言い方「タイガ
イ」を短縮した派生形、もしくは「タイギャ」の下線部の拗音が直音化した形だと考えら
れる。「タイナ」同様に男女差が大きく、男性は 10 代・30 代にしか見られないが女性は全
世代での使用が見られる。以上から、「タイガ」は「タイナ」と同様に女性がよく使う強調
語であり、30 代の使用する「タイナ」と世代的にも並列して存在している。その結果「タ
イナ」があまり使用されない 20・40 代に使用が広まったのではないかと考えられる。 
 これらに加え、10 代女性では 50％近くの回答が方言語彙以外という特徴が見られた。 
 
3.2. 強調語使用頻度の世代差・男女差 
 質問[2]では計 139 名から回答が得られた。質問毎に各世代の男女の人数をそれぞれ全体
数として、4 つの選択肢それぞれで何人中何人がその割合を占めているかを百分率 (%) で
表した。質問[1]と同様に、割合の数値は小数点第三位を四捨五入し、小数点第二位までの
数を入力した。表 6 は、質問[2]のアンケートの例文とその標準語訳をまとめたものである。 
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表 6: 質問[2]のアンケート調査の例文とその標準語訳 
例文 標準語訳 
小さいころは「タイナ」泣きよったろー。 小さいころはとても (たくさん) 泣いていたでしょー。 
そぎゃん人がくるなら「タイニャ」いっぱい作らなんたい。 そんなに人が来るならとってもいっぱい作らないといけ
ないじゃない。 
見て！あの車「ダゴ」速えー！ 見て！あの車とっても速い！ 
今これが「マゴ」流行っとるらしいけん。 今これがとても流行っているらしいよ。 
あの海「バゴ」きれいだったー！水の透き通っとって。 あの海とってもきれいだったー！水が透き通っていて。 
生まれたての赤ちゃんは「タイギャ」かわいかなー。 生まれたての赤ちゃんはとってもかわいいね。 
このアイス「マッゴツ」うまか！ このアイスとってもおいしい！ 
朝から「マウゴツ」セミん鳴きよるたい。暑かなー。 朝からとっても (たくさん) セミが鳴いてるよ。暑いねー。 
 
 以下の図は、若者層が使うと考えられる強調語である「ダゴ」「マゴ」「バゴ」の使用頻
度の割合を円グラフにしたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【10 代男性】    【10 代女性】        【10 代男性】    【20 代男性】 
 
                      図 6: 10・20 代男性の「マゴ」使用頻度 
 
 
 
   【20 代男性】   【20 代女性】 
 
 
 
 
 
【30 代男性】   【30 代女性】         【10 代男性】    【20 代男性】 
 
図 5: 10～30 代男女の「ダゴ」使用頻度       図 7: 10 代・20 代男性の「バゴ」使用頻度 
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 図 5 を見ると、男性の使用頻度の方が圧倒的に高く、特に 20 代男性では「普段から使う」
が 80%近くもあり、「使わない」と答えた人はいなかった。普段でもよく使うのは男女とも
10 代・20 代であり、女性では「ダゴ」は年齢が上がるにつれて段々と使わなくなる。 
図 6 に関して、「マゴ」は 10・20 代が为に使用しており、使用範囲の年代は「ダゴ」と
同じ結果になった。図 6 の男性の結果や、女性では 10～30 代のどれも「使う」と回答した
割合が 50％以下であることから、「ダゴ」よりも使用頻度が低いことが言える。 
図 7 の「バゴ」は、10・20 代での使用頻度は「マゴ」と比較的差はないが、30 代での回
答を比較すると、「マゴ」では 50％あった男性の使用頻度が「バゴ」では約 12％、女性で
は約 20％から 0％と大きく差が出ている。このことから、「バゴ」は「マゴ」よりも使用頻
度が低いと言える。 
 
 以下の図は、女性の使用率が高いと考えられる「タイナ」と「タイニャ」の使用頻度の
割合を円グラフにしたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【20 代女性】    【30 代女性】        【20 代女性】    【30 代女性】 
 
図 8: 20・30 代女性の「タイナ」使用頻度     図 9: 20・30 代女性の「タイニャ」使用頻度 
 
 「タイナ」は質問[1]では男性の使用率が極端に低かったが、使用頻度では女性と大差な
く使用しているという結果になった。これは、男性は「タイナ」も使用してはいるが、他
の強調語の方をよく使うため、質問[1]では選択されなかったということになる。「タイニャ」
は「タイナ」と同様に 10 代・50 代・60 代以上での使用頻度が極端に低く、60 代以上は 90%
近くが「聞いたことがない」と回答している。20 代では男性の方が使用頻度が高いという
結果になった。 
 
図 8・図 9 から、20 代・30 代ともに「タイナ」の使用頻度が高いと言える。「タイナ」も
「タイニャ」も 30 代での使用頻度が最も高い。 
 
 以下は、男性の使用頻度が高いと考えられる「マッゴツ」「マウゴツ」の使用頻度の割合
を円グラフにしたものである。 
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【30 代男性】     【40 代男性】        【30 代男性】    【40 代男性】 
 
図 10: 30・40 代男性の「マウゴツ」使用頻度    図 11: 30・40 代男性の「マッゴツ」使用頻度 
 
 図 10 の「マウゴツ」は、男女とも 20 代までは「使う」の割合は 10％程度で、若者層に
はあまり使われていないという結果になった。60 代以上の高齢層には「聞いたことがない」
の回答も多く、伝統的方言形の中でも使用頻度の低い強調語だと言える。40 代の使用頻度
が最も高く、質問[1]で「マウゴツ」の使用率は 40 代が最も高い (約 18％) という結果が出
ていることからも「マウゴツ」は 40 代で最も使用されるということが言える。質問[1]では
全世代で使用率が極端に低かった図 11 の「マッゴツ」だが、質問[2]では 10～40 代と幅広
い世代で「使う」の回答が見られた。特に男性での使用頻度が高く、10・20 代では約 20％
が「使う」と回答している。「マウゴツ」に比べると若者層も使用するという結果になった。
先行研究の村上 (1996) で「マッゴツ」を「使う」と回答した当時の 10～30 代が現在も使
用していることで、若い世代での使用頻度が高まったと考えられる。 
 以上より、「マウゴツ」よりも「マッゴツ」の方が使用頻度が高いと言える。 
 
 また、伝統的方言形である「タイギャ」は全ての世代で「使う」の回答が見られた。40
代女性を除けば 20 代以上の男女で「使う」の割合が 50%以上であり、50 代・60 代以上の
男性では 100%だった。年代が上がるごとに使用頻度が上がり、60 代以上では約 90%近くが
「使う」と回答している。質問[1]の考察で述べたように、「タイギャ」は全世代で使用され
る最も一般的な熊本方言の強調語であると言える。 
 
4. まとめ 
質問[1]と質問[2]のまとめから、本稿で明らかになったことを以下の表 7 でまとめた。 
 
表 7: 強調語使用の世代差・男女差のまとめ 
◎「タイギャ」は全世代で使用され、使用率・使用頻度は年代に比例して高くなる。 
◎強調語の世代別の为流⇒10～20 代は「ダゴ」、30 代～60 代以上は「タイギャ」である。 
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●男性 (30～40 代) が使用傾向にあるのは「マウゴツ」「マッゴツ」 (使用頻度の高い順)。 
●男性 (若者層) が使用傾向にあるのは「ダゴ」「マゴ」「バゴ」 (使用頻度の高い順)。 
  ⇒「ダゴ」「マゴ」は 10～30 代、「バゴ」は 10～20 代である。 
○女性 (20～40 代) が使用傾向なのは「タイナ」「タイガ」「タイニャ」である。 
  ⇒「タイナ」は 20～30 代、「タイガ」は 20・40 代、「タイニャ」は 30 代である。 
   使用頻度は「タイニャ」→「タイナ」の順に高くなる。 
○若年層 (特に女性) のほうが方言語彙を含め使用する強調語の種類が多い。 
 
 先行研究と今回の結果を比較すると、まず吉岡 (1993) で 10 代の若者に支持されている
「タイニャ」、村上 (1996) で 10～30 代が为に使用している「マッゴツ」は、今回「タイニ
ャ」は 30 代、「マッゴツ」は 30～40 代が最も使用しているという結果が出たことから、そ
の時代に使用していた世代が現在でも使用していることが言える。しかし、その使用頻度
は当時と比べて低くなっており、年を重ねるにつれ伝統的方言形である「タイギャ」を使
用するようになるという傾向があることがわかった。 
 
以上から言えることは、まず熊本方言の強調語の中では、「タイギャ」という伝統的な強
調語が地域共通語としての役割を果たしているということである。そしてその時代の若者
を中心に時代の流れとともに語句が変化しながら、それぞれの世代ごとに異なった強調語
が定着しているということである。よって、これが熊本方言における強調語の特徴である
と言えよう。 
 
5. おわりに 
反省点として、アンケート調査の男女数に偏りが出てしまい、男性のデータが不足して
しまった点がある。割合でデータを出すとしても、ある程度同じくらいの回答数にしなけ
ればデータにも偏りが出てくる可能性は無視できない。しかし、若年層のデータが多くと
れたことで、現在の若者が実際にどんな強調語を使用しているのかを明確にすることがで
きたことは良かった点であると考えている。このような結果を出せたのは、アンケートに
協力して頂いた方々の力があってのことである。回答者の方、また指導して下さったすべ
ての方へ感謝の意を表したい。 
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